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隣
環
境
省
、方

針

一
転

国
内
生
態
系
に
影
響
を
及
ば
す

「特
定
外
来
生
物
」
の
指
定
作
業
で
焦
点
に
な
っ
て
い
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の

一
種

オ
オ
ク
チ
バ
ス
に
つ
い
て
、

環
境
省
は
２‐
日
、

指
定
に
関
す
る
議
論
を
半
年
間
先
送
り
す
る
方
針
を
転
換
し
、
６
月

の
外
来
生
物
法
施
行
時
か
ら
適
用
さ
れ
る
、

指
定
第
１
陣
の
リ
ス
ト
に
盛
り
込
む
こ
と
を
決
め
た
。

小
池
環
境
相
が

先
送
り
を
認
め
な
い
考
え
を
表
明
し
、

担
当
部
局
に
再
検
討
を
促
し
た
こ
と
で
事
態
が
急
転
し
た
。

３‐
日
に
開
か
れ

る
喩
毅
寮
な
ど
も
合
わ
せ
た
指
定
の
全
体
会
合
で
、

決
定
す
る
見
通
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
３
面
に
関
係
記
事

２‐
日
午
後
の
指
定
に
関
す

る
魚
類
専
門
家
会
合
で
、

小

野
寺
浩

。
同
省
自
然
環
境
局

長
は

「環
境
相
か
ら

『ま
ず

指
定
せ
よ
』
と
の
指
示
が
あ

り
、

そ
れ
を
前
提
に
物
事
を

考
え
た
い
」
と
発
言
。

環
境

省
が
と
り
ま
と
め
、

１９
日
の

オ
オ
ク
チ
バ
ス
の
専
門
家
グ

ル
ー
プ
会
合
で
了
承
さ
れ
た

「半
年
を
め
ど
に
指
定
に
向

け
た
検
討
を
進
め
る
」
と
す

る
報
告
案
を
、

自
紙
に
展
す

考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

指
定
さ
れ
る
と
、

釣
り
自

体
が
禁
止
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、

適
切
な
管
理
の
た

め
輸
入
、

移
動
、

飼
育
、

放

流
な
ど
が
規
制
さ
れ
る
。

魚
類
専
門
家
会
合
で
は
、

４
人
の
委
員
が

「生
態
系
へ

の
被
害
は
明
ら
か
で
、

一
刻

も
早
く
指
定
す
べ
き
だ
」

「釣
り
人
が
法
律
を
周
知
す

る
期
間
と
し
て
、

（法
施
行

ま
で
の
）
半
年
は
妥
当
な
線

だ
」
な
ど
と
発
言
。

プ
ラ
ツ

ク
バ
ス
の
別
種
、

コ
ク
チ
バ

ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
３
種

を
候
補
と
す
る
魚
類
の
特
定

外
来
生
物
リ
ス
ト
を
決
め

た
。

オ
オ
ク
チ
バ
ス
に
つ
い

て
は
こ
の
リ
ス
ト
に
入
れ

ず
、

多
紀
保
彦
座
長

（自
然

環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事

長
）
が

「指
定
を
求
め
る
声 オオクチバス=環 境省提供



が
強
く
あ
っ
た
」
と
の
付
帯

意
見
を
３．
日
の
全
体
会
合
に

報
告
し
、

判
断
を
仰
ぐ
こ
と

に
な
っ
た
。

小
池
環
境
相
は
２‐
日
の
閣

議
後
の
記
者
会
見
で
、

「外

来
生
物
法
の

一
番
の
目
玉
が

オ
オ
ク
チ
バ
ス
。

指
定
回
避

は
先
送
り
と
批
判
さ
れ
て
も

仕
方
が
な
い
」と
表
明
、担

当

部
局
に
再
検
討
を
促
し
た
。

小
野
寺
局
長
は

「釣
り
人

の
協
力
は
重
要
な
の
で
粘
り

強
く
理
解
を
求
め
て
い
く
し

か
な
い
」
と
し
て
い
る
。

こ

れ
に
対
し
、

指
定
反
対
の
中

心
に
な
っ
て
き
た
釣
り
業
界

関
係
者
ら
の
団
体

「日
本
釣

振
興
会
」
は
、

「オ
オ
ク
チ
バ

ス
会
合
で
合
意
さ
れ
た
結
論

を
大
臣

一
人
の
考
え
で
覆
す

な
ら
ゆ
ゆ
し
き
事
態
。

事
実

な
ら
厳
重
に
抗
議
す
る
」
と

の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。



濯日

オオクチバス 規制ヘー転

環
境
相
、妥

協
せ
ず

省
内
は
「寝
耳
に
水
」

「
指
定
回
避
は
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
が
な

い
」
―
―
。

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の

一
種
オ
オ
ク
チ

バ
ス
が
、

対
応
の
先
送
り
方
針
か
ら

一
転
し

て
、

規
制
対
象
の
特
定
外
来
生
物
に
第
１
陣
で

指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

指
定
派
、

反
対

派
の
双
方
に
配
慮
し
た
い
務
方
の
妥
協
案
を
、

「生
態
系
保
全
」
を
ｉ
視
す
る
小
池
環
境
相
が
拒

否
し
、

政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
郎
。

わ

ず
か
２
日
で
の
大
幅
な
方
針
転
換
と
な
っ
た
。

（秋
山
惣

一
郎
、

首
澤
範
英
）
＝
―
面
参
照

「ま
ず
指
定
し
た
う
え
で

防
除
を
進
め
る
の
が
、

生
態

系
を
守
る
と
い
う
外
来
生
物

法
の
趣
旨
に
沿

っ
て
お
り
、

正
し
い
の
で
は
な
い
か
」

２‐
日
午
前
、

閣
議
後
の
記

者
会
見

で
、

小
池
環
境
相

は
、

指
定
の
議
論
を
半
年
間

延
長
す
る
オ
オ
ク
チ
バ
ス
専

門
家
グ
ル
ー
プ
会
合
の
報
告

案
に
不
快
感
を
示
し
、

６
月

の
同
法
施
行
と
同
時
の
第
１

陣

で
指
定
す
る
こ
と

に
、

改
め
て
強
い
意
欲

を
示
し

た
。発

言
に
、

担
当
の
自
然
環

境
局
内
は
大
騒
ぎ
に
な
り
、

同
局
幹
部
は
大
臣
発
毒
の
真

意
を
確
か
め
よ
う
と
走
り
回

っ
た
。

環
境
相
は
、

報
告
案

を
い
っ
た
ん
は
了
承
し
た
も

の
の
、

「生
態
系

へ
の
影
響

を
認
め
な
が
ら
、

釣
り
業
界

第1回全体専門家会含

04年10月27日

専門家グループ会台

11、12月、05年l月

な
ど
へ
の
配
慮
で
指
定
を
先

送
り
す
る
の
は
お
か
し
い
」

と
の
批
判
を
受
け
、

思
い
向

し
た
よ
う
だ
。

専
門
家
会
合
の
メ
ン
バ
ー

に
と

っ
て
も
、

こ
の
国
の
方

針
転
換
は
確
耳
に
水
。

指
定

に
反
対
し
て
き
た
全
日
本
釣

り
団
体
協
議
会
の
来
田
仁
成

専
務
理
中
は

「大
変
心
外
。

い
き
な
り
指
定
し
た
の
で
は

か
え
っ
て
密
放
流
な
ど
が
枝

行
す
る
懸
念
が
あ
る
の
で
、

現
実
的
に
常
理
す
る
方
策
や

対
応
を
提
毒
し
て
き
た
。

釣

り
人
の
自
浄
作
用
を
働
か
せ

る
唯

一
の
チ
ャ
ン
ス
だ

っ
た

の
に
」
と
憤
る
。



環
境
省
が
、

法
成
立
後
の

昨
夏
か
ら
指
定
派
、

反
対
派

と
話
し
合
い
を
続
け
、

歩
み

寄
り
を
促
し
て
き
た
の
は
、

そ
う
し
た
懸
念
も

一
因
だ
っ

た
が
、

小
池
環
境
相
は

「釣

り
の
作
法
の
こ
と
ま
で
環

境
を
預
か
る
者
が
言
う
べ

き
で
は
な
い
」
と
の
立
場

だ
。早

急
な
指
定
を
求
め
て
い

た
全
国
内
水
面
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
の
橋
本
啓
芳
専
務

理
事
は
、

「ほ
っ
と
し
た
。

漁
業
者
の
喜
ぶ
顔
が
目
に
浮

か
ぶ
。

た
だ
、

駆
除
は
こ
れ

か
ら
で
、

元
に
戻
す
の
は
大

変
だ
」
と
話
す
。

Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ

ヤ
パ
ン
、

日
本
野
鳥
の
会
、

日
本
自
然
保
護
協
会
の
自
然

保
護
３
団
体
も
同
日
、

「日

本
の
自
然
環
境
を
守
る
最
高

責
任
者
と
し
て
の
英
断
で
、

小
池
環
境
相
を
強
く
支
持
す

る
」
な
ど
と
す
る
緊
急
声
明

を
発
表
し
た
。

政
界
で
も
、

指
定
を
求
め

る
内
水
面
漁
業
振
興
議
員
連

盟

（会
長

・
桜
井
新
参
院
議

員
）
と
反
対
す
る
釣
魚
議
員

連
盟

（会
長

・
綿
買
民
輔
衆

院
議
員
）
の
双
方
が
、

運
動

を
繰
り
広
げ
て
き
た
。

自
民

党
内
水
面
小
委
員
会
が
、

０４

年
に
ま
と
め
た
オ
オ
ク
チ
バ

ス
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の

結
論
は
、

「い
た
ず
ら
に
駆

除
を
行
う
べ
き
で
は
な
く
、

有
効
利
用
を
図
る
べ
き
だ
」

な
ど
と
両
論
併
記
と
な
っ
て

い
た
。

同
省
は
同
法
成
立
と
引
き

換
え
に
、

指
定
リ
ス
ト
を
決

め
る
際
に
自
民
党
の
了
承
を

得
る
こ
と
を
約
束
。

与
党
内

で
も
賛
否
が
あ
る
中
で
、

指

定
を
急
ぎ
す
ぎ
れ
ば
つ
ぶ
れ

る
可
能
性
も
あ
り
、

議
論
の

先
送
り
は
、

そ
う
し
た
点
も

考
慮
し
た
結
果
だ
っ
た
。

環

境
相
は

「政
治
的
な
判
断
に

つ
い
て
は
我
々
が
す
る
」
と

も
述
べ
、

与
党
内
の
説
得
に

自
信
を
み
せ
る
。


